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バッハのオルガン作品の中でも、わたしが最も愛好

する、またおそらく多くのオルガニスト、愛好家にも

人気の高い曲と思われるこの曲についいて、音型が何

を象徴するかという視点から見てみると、多くのこと

が教えられ、結論は表題のようになると解釈できるの

で、以下説明をいたします。 

はじめに気づいたのは、フーガについてです。 

フーガは、二重フーガとして有名です。2 つの主題

がそれぞれ独立したフーガ部分を奏し、最後に見事に

二重フーガになります。 

この曲に、象徴はあるのでしょうか。 

フーガ第1 主題は、譜例 1 のようになっています。

これは、十字架の音型を示していますから、イエス・

キリストの受難を表しているといえます。なだらかな

旋律曲線の雄大な音楽で、キリストの偉大さを表して

います。 

譜例 1 

 

 

 

 

 

フーガの第2 主題は、譜例 2 にあるように、快活で

跳躍のある音型です。象徴と考えるならば、聖霊がふ

さわしいと思います。よみに下る十字架と対照的に、

力に満ちた聖霊です。 

譜例 2 

 

 

 

 

 

最後に第1 フーガ主題と第2 フーガ主題が重なりま

す。その意味するところは、「聖霊はわたしたちの弱さ

を助けたもう」というもので、十字架の苦しみの中、

聖霊の助けがあったことを意味します。そのことは、

復活として表れます。十字架から、聖霊により復活し

ました。その様は、譜例 3 の第164-165 小節の楽譜の

譜面上の模様自体が十字架の像を描き、跳躍上行音型

になっていて復活を象徴していることからわかります。 

 

 

譜例 3 

 

 

 

 

 
 

このような視点は、トッカータの分析にも可能でし

た。 

トッカータでは、和声的な音型で始まります。しか

しその主題は、厳格にカノン様式で書かれています。

それは何を意味するのでしょうか。この主題の最初の

6 つの音で、やはり十字架の音型が聞こえます。  

譜例 4 カノンは、律法につながる言葉で、キリスト

が律法（神の言葉＝十字架）に忠実に従ったことを表

しているという解釈ができます。 

譜例 4 

 

 

 

 

 
 

前半が、穏やかなカノンであるにもかかわらず、音

楽は突然激しい部分に突入します（譜例 5）。音楽史上

でも最も劇的な表現といえます。この激しい部分は、

キリストを主題として考えると、受難をあらわしてい 
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ると言えます。鞭打ちのイメージが浮かびます。 

譜例 5 

 
 
 

 

 

 

平穏な伝道生活に、突然の捕縛、裁判、鞭打ちが行

われました。許されている 39 回の鞭打ちに近い数のこ

の音型が、聴かれます。 

トッカータの最後は長調で終わり、死が平安のうち

であったことが伺えます。 

この曲は、トッカータからフーガに至るまで、キリ

ストの従順、苦難、十字架、復活までを、見事なまで

に表現しています。 

ひとつの解釈として、お読みいただき感謝いたしま

す。 

＜了＞ 

 

次回公演（2027 年度）に向けて 

バッハのカンタータ、つぎの 4 作品 
  大村 健二（団員） 

  当合唱団の近年の選曲は、日本語版楽譜計画を前提

としており、最新刊のものが目立つかもしれませんが、

原則としては、未刊の作品から 1, 2 曲、既刊から 1, 2

曲と、それぞれ交えてステージを構成しています。 
  すでに半世紀以上、百回以上の公演をつづけてきま

したので、いわゆる有名曲や人気曲が優先して取りあ

げられ、刊行される傾向があったかも知れません。 

バッハのカンタータは、全部でざっと 200 曲と言わ

れていますので、当団で発行された日本語版楽譜が 90

曲に達しようとしている現時点で、未刊行で残った作

品は、先に挙げた逆、すなわち無名で人気のない曲な

のかな？ と心細くなった御仁もいらっしゃるでしょ

うか。 

  最近、団友の橋本絹代さんが、面白いデータを送っ

てくださいました。今夏のライプツィヒ・バッハ音楽

祭の企画の一環だそうですが、「バッハカンタータ・ベ

スト 50」のリストです。人気の順番は付いていません。

開催期間中に、毎日、このリストの中から、順位の低

い順に上演されていって、最終日にナンバーワンが発

表され、上演されるとのこと。栄えあるトップは、ど

のカンタータが獲得するのでしょうか？ いずれ、皆さ

まにも、その結果をお知らせできるでしょう。 

  さて、そのリストを、われわれの既刊楽譜一覧表と

比べてみました。上記のライプツィヒ・ベスト 50 曲候

補リストのうち、なんと 14 曲（28％！）が、まだ未刊

行でした。以下に掲げておきますので、将来をお楽し

みに：BWV 31、54、66、69、70、90、105、119、127、
130、143、170、172、181。 

ちなみに、われわれの「バッハ・カンタータ 50 曲

選」（2000 年-2004 年刊行）と、このたびの「ライプツ

ィヒ・ベスト 50」の重なりは 26 曲（56％）です。多

いと見るか、少ないと見るか？ ライプツィヒ標準とは

ややずれているようですが、なんら本質的な話ではあ

りませんよね。世界のバッハファンがこれぞと思う曲

が、まだまだたくさん、未刊行であるということ……。

うれしいです。 

＜東京バッハ合唱団 次回公演曲目＞ 

第 125 回定期演奏会 

J.S.バッハ日本語上演（大村恵美子・訳詞） 

（開催：2027 年度予定、詳細調整中） 

 

・カンタータ第 3 番 《しげき悩み 今われを襲いきて》 
Ach Gott, wie manches Herzeleid (I) BWV 3 

・カンタータ第 5 番 《いずこに われ逃れゆかん》 
Wo soll ich fliehen hin BWV 5 

・カンタータ第 39 番 《与えよパンを 飢えたる者に》 
Brich dem Hungrigen dein Brot BWV 39 

・カンタータ第 104 番 《牧人 主よ 聞けよ》 
Du Hirte Israel, höre BWV 104 

（演奏順は未定です） 
 

― 新規団員を募集します ― 

・今回公演終了（6/6）後、ただちに上記曲目の音取り練

習が開始されます。 

・山本悠尋先生の 6 月のご指導は、6/20（第 3 週）、6/27

（第 4 週）の両日です。BWV 39、104 を取りあげ、コラ

ールの歌い方についてなど、お教えいただく予定です。 

・見学、お試し受講など、大歓迎。経験は問いません。

いちど覗いてみてください（事務局宛て、メール等でご

一報ください。当ページ上部のタイトル欄に連絡先） 

・ＯＢ/ＯＧのホームカミング、お待ちしています。 

・楽譜は、当日、練習会場でお求めください。BWV 39（1700

円）、104（1600 円）、いずれも「バッハ・カンタータ 50

曲選」にて既刊。 

・予めの入手も可。ご請求ください。クロネコ「こねこ

便」にてお届けします（振替用紙同封、送料 420 円）。 

・BWV 3 と BWV 5 は制作中、7 月までには出来上がります。 

■シロフジとキ

バナフジ 

（撮影；千葉光

雄、2026/5/2、 

足利フラワーパ

ーク） 
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＜4 作品の外観＞ 

次年度に向けて選曲した曲目を、今後、何度かに分

けてご紹介します。前ページの囲み＜次回公演曲目＞

をご参照ください。 

先の「ライプツィヒ・ベスト 50」には、BWV 39 の

みがあり、他の 3 曲は選外でした。いずれも、傑作の

誉れ高い名曲なんですがねえ。このページでは、4 曲

の外観のみを眺めます。 

 

■カンタータ第 3 番《しげき悩み 今われを襲いきて》 

Ach Gott, wie manches Herzeleid (I) BWV 3 
［初演］1726 年 1 月 20 日（ライプツィヒ、3 年目） 

［用途］顕現節（1/6）後第 2 日曜日 

［聖句］福音書：ヨハネ 2,1-11（カナの婚礼）とは関

連なし。書簡：ロマ書 12,6-16（望みをいだき、苦難

に堪え、つねに祈れ）に通ずる内容。 

［歌詞］マルティン・モラーのコラール 1587（曲と同

名、BCH-4*）を骨格とするコラールカンタータ（いわ

ゆる「第 2 年巻」には属さず）。主旋律はラテン語聖歌

Jesu dulcis memoria。1）、2）、6）にコラールの 1、2、

18 節。3）、4）、5）は他の中間詩節を改編。 

［*）「BCH-4」は、大村共著『バッハ・コラールハンド

ブック』（春秋社）の整理番号、以下同様］ 

［編成］独唱 SATB、合唱 4 声部、ホルン、トロンボー

ン、オーボエダモーレ 2、弦合奏、通奏低音 

［演奏時間］約 24 分 

［演奏楽譜］出版局近刊（7 月） 

 
■カンタータ第 5 番《いずこに われ逃れゆかん》 

Wo soll ich fliehen hin BWV 5 
［初演］1724 年 10 月 15 日（ライプツィヒ、2 年目） 

［用途］三位一体節後第 19 日曜日 

［聖句］福音書：マタイ 9,1-8（イエスが中風の人を

癒す） 

［歌詞］ヨーハン・ヘールマンのコラール 1630（曲と

同名、BCH-150）に基づくコラールカンタータ（「第 2

年巻」に所収）、1）、7）に 1、11 節、2）～6）に 2～

10 節改編。 

［編成］独唱 SATB、合唱 4 声部、トランペット、オー

ボエ 2、弦合奏、通奏低音 
［演奏時間］約 23 分 
［演奏楽譜］出版局近刊（7 月） 

 
■カンタータ第 39 番《与えよパンを 飢えたる者に》 

Brich dem Hungrigen dein Brot BWV 39 
［初演］1726 年 6 月 23 日（ライプツィヒ、3 年目） 

［用途］三位一体節後第 1 日曜日 

［聖句］福音書：ルカ 16,19-31（ラザロと金持ちの譬

え）（※同主題の BWV 20 は、前年の同暦日に初演） 

［歌詞］「ルードルシュタット詩歌撰」1726 より。１） 

イザヤ 58,7-8、4）ヘブライ 13,16、７）D.デーニケの

コラール Kommt,laßt euch den Herren lehren（BCH-82）の

6 節。 

［編成］独唱 SAB、合唱 4 声部、リコーダー2、オーボ

エ 2、弦合奏、通奏低音 

［演奏時間］約 22 分 

［演奏楽譜］出版局「50 曲選-12」（2001） 

 
■カンタータ第 104 番《牧人 主よ 聞けよ》 

Du Hirte Israel, höre BWV 104 
［初演］1724 年 4 月 23 日（ライプツィヒ、初年度） 

［用途］復活節後第 2 日曜日 

［聖句］福音書：ヨハネ 10、12-16（わたしは善い羊

飼い） 

［歌詞］作者不詳。１）詩編 80,2、６）C.ベッカーの

コラール Der Herr ist mein getreuer Hirt（BCH-25）1598

第 1 節 

［編成］独唱 TB、4 声部合唱、オーボエ 2、ダモーレ 2、

ダカッチア、弦合奏、通奏低音 

［演奏時間］約 18 分 

［演奏楽譜］出版局「50 曲選-31」（2002） 

 

＜聖書日課の取り上げ方の多様さ＞ 

個別のご案内は、次号以降にゆずりますが、上の一

覧中で気が付いたことを一つだけ……。 
来年の BWV 39《与えよパンを 飢えたる者に》と、

目下開催中の定期演奏会（5/30、6/6）の演目、BWV 20
《雷の言葉 おお 汝永遠よ》とは、同じ教会暦のため

に作曲されています（前者は左に見るとおり 1726 年 6
月、後者は 1724 年 6 月、2 年の隔たりです） 

この暦日、三位一体節後第 1 日曜日の聖書日課は、

「貧乏人ラザロと金持ち」です。この箇所から、何を

どんな角度から、主題に取り上げるか、バッハは担当

の牧師と事前に打ち合わせたことでしょう。 
この 2 曲を、各冒頭曲だけでも聴き比べてみれば瞭

然ですが、同じ物語から展開させて、その曲想の違い

（BWV 20：絶望のヘ長調。BWV 39：光明の見えるト

短調）は、天と地ほどの開きがあります。バッハの音

楽づくりの底知れない巧みさに、圧倒されます。  

団員としては、また新たに、この深い宇宙と取り組

める喜びを、どうお伝えしたらよいか……。     ［了］ 

■シラーカンパ

ニュラ 

（撮影；千葉光

雄、2026/4/22、 

昭和記念公園） 
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安曇野の緑がいっきに輝きを増す 5 月。不思議な昆

虫に出会った。 

家の前のヤマボウシの枝に、なにかがぶら下がって

いる。みずみずしい若葉のように見えた。しかし、ヤ

マボウシのそれより大きく、緑が淡い。 

近づいてよく見ると、虫だった。葉のように見えた

のは透きとおるような緑の羽。それを広げている。た

たんでいない。その上部に茶色の縁取りがある。胴体

は太い。蝶ではなく蛾だ。 

美しい。なんという名前だろう。図鑑の写真などを

調べると、オオミズアオという蛾だとわかった。英語

では luna moth（月の女神の蛾）と呼ばれるそうだ。た

しかに、羽の色は白い月光を思わせる。そのメスのよ

うだ。 

じっと小枝につかまっている。近づいても飛び去ろ

うとしないから、じっくり鑑賞できた。だが、しだい

に心配になった。いつまで経っても飛び立たない。死

んでいるのかな。いや、よく見ると羽を動かしている。

そのまま、夜になり次の日の朝になっても、おなじと

ころにいる。その日も一日中、動かなかった。 

調べてみると、じっとしているのにはわけがあった。

おどろいたことに、この蛾の成虫は、口が退化してい

るのだという。口がないから何も食べない。 

エネルギーを節約しつつ、フェロモンを出し続け、

オスが来るのを待っているところだったようだ。 

オスとめぐり会い、交尾と産卵がすむと命を終える。

成虫になってから生存しているのは１週間ほどらしい。

都会では減っているが、絶滅危惧種にはなっていない。

ただ、その成虫の命の短さから、幻想的な姿を目にす

る機会はあまりないと言われている。 

結局、二昼夜ほど経ったころ、気がつくと姿を消し

ていた。うまく子孫を残せただろうか。 

ヤマボウシの隣のカツラの木も命をつなぐ営みの

舞台になった。 

冬の間に、野鳥用の小さな巣箱をかけてみた。する

と春先、シジュウカラのカップルが「内見」に訪れ、

すぐに「入居」した。 

巣箱は近くの木工所で売っていた。丸い穴は直径

2.8 センチほど。シジュウカラ用の大きさと言われて

いたのだが、ねらいどおりになった。 

近所のカフェが窓のすぐ近くの木に同じような巣

箱を掛けていた。店の人は「シジュウカラは、人が近

くにいても怖がらない。むしろ、危険なカラスや蛇が

近づきにくい人家の庭先などを好んで入居する」と言 

う。で、わが家でも、窓のすぐ前のカツラに取り付け 

てみたら、これもねらいどおりになった。 

入居するとすぐに、周囲の山野から苔や綿毛のよう

なものをせっせと運び込んでいた。しばらくしてメス

の姿を見かけなくなった。産卵と抱卵に入ったようだ。

数日後、急にオスもメスも巣箱を頻繁に出入りするよ

うになった。雑木林に飛んでいっては、小さな虫の幼

虫のようなものをくわえて戻り、巣箱に入る。卵から

かえった雛たちに餌を与え始めたのだろう。それを二

羽が一日中繰り返している。そうとう忙しそうだ。 

この原稿を書いている時点では、まだそんな子育て

が続いている。雛たちはまだ姿を見せていない。が、

親鳥たちの様子から見ると、順調に大きくなっている

のではないか。毎日、シジュウカラから目が離せない。 

種の繁殖の行為といえば、それまでだ。オオミズア

オやシジュウカラの世界では、毎年繰り返されている

自然の営みに違いない。 

しかし、それを日々、実際に目撃できるのは雑木林

に囲まれて暮らしているからこそ。われながら安曇野

への移住はいい思いつきだったと悦に入っていたら、

スマホに安曇野市からの広報メールが届いた。「熊の目

撃情報」。ここのところ、ほぼ毎日だ。しかも拙宅から

遠くないところにもけっこう出没している。 

考えてみれば、冬眠から覚めた熊が親子連れでうろ

うろし始めるのも自然の営み。こちらはあまり目撃し

たくないけれど……。 

（団友・後援会員、元朝日新聞記者） 

＜連載随想＞  

退屈するのはいそがしい［64］ 
  

 月の女神 
 

安曇野閑人 大野  博人  

■雛のいる巣箱に餌を運ぶシ

ジュウカラの親鳥 

（写真提供と説明：筆者。左

段下の写真とも） 

■ヤマボウシの小枝にじ

っとつかまったままの

「月の女神」 

 

 


